
種類
騒音
〃
〃

種類
振動

※対象作業（番号）については、下記の特定作業一覧表を参照してください。
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備考

 ブレーカー(手持式のものを除く。)を使用する作業(作業地点が連続
的に移動する作業にあっては、1日における当該作業に係る2地点間
の最大距離が50メートルを超えない作業に限る。)

 ブルドーザー、パワーショベル、バックホーその他これに類する整地
機又は掘削機を使用する作業

 振動ローラを使用する作業

　騒音規制法第3条第1項の規定により指定された地域内で行われる
同法第2条第3項に規定する特定建設作業及び振動規制法第3条第1
項の規定により指定された地域内で行われる同法第2条第3項に規定
する特定建設作業は除く。

 作業の種類

 くい打機(もんけんを除く。)、くい抜機又はくい打くい抜機(圧入式くい
打くい抜機を除く。)を使用する作業

 びょう打機及びインパクトレンチを使用する作業

 さく岩機(ブレーカーを除く。)を使用する作業(作業地点が連続的に移
動する作業にあっては、1日における当該作業に係る2地点間の最大
距離が50メートルを超えない作業に限る。)

 空気圧縮機(電動機以外の原動機を用いるものであって、その原動
機の定格出力が15キロワット以上のものに限る。)を使用する作業(さ
く岩機の動力として使用する作業を除く。)

 コンクリートプラント(混練機の混練容量が0.45立方メートル以上のも
のに限る。)又はアスファルトプラント(混練容量が200キログラム以上
のものに限る。)を設けて行う作業(モルタルを製造するためにコンク
リートプラントを設けて行う作業を除く。)

 鋼球を使用して建築物その他の工作物を破壊する作業

 舗装版破砕機を使用する作業(作業地点が連続的に移動する作業に
あっては、1日における当該作業に係る2地点間の最大距離が50メー
トルを超えない作業に限る。)

騒音・振動の規制基準

特定建設作業一覧表

対象作業（番号）
1
2

3～10

対象作業（番号）
1・4・6～10

規制基準
85dB以下
80dB以下
75dB以下

規制基準
75ｄＢ以下



　　騒音の測定方法等について

　　振動の測定方法等について

5　振動の大きさの決定は、次のとおりとする。

(2)　測定器の指示値が周期的又は間欠的に変動する場合は、その変動ごとの指示
値の最大値の平均値とする。

(3)　測定器の指示値が不規則かつ大幅に変動する場合は、5秒間隔、100個又はこ
れに準ずる間隔、個数の測定値の80パーセントレンジの上端の数値とする。

２デシベル

1　デシベルとは、計量法(平成4年法律第51号)別表第2に定める音圧レベルの計量
単位をいう。

2　騒音の測定は、計量法第71条の条件に合格した騒音計を用いて行うものとす
る。この場合において、周波数補正回路はA特性を、動特性は速い動特性(FAST)を
用いることとする。

3　騒音の測定点は、原則として音源の存する敷地の境界線とする。ただし、音源の
存する場所及びその他の状況により、これにより難いとき、又はこれによることが適
当でないときは、当該音源の存する場所以外の騒音の影響を受ける場所のうち、音
量の最大値を示す地点とする。

4　騒音の測定方法は、当分の間、日本工業規格Z8731に定める騒音レベル測定方
法によるものとし、騒音の大きさの決定は、次のとおりとする。

(1)　騒音計の指示値が変動せず、又は変動が少ない場合は、その指示値とする。

(2)　騒音計の指示値が周期的又は間欠的に変動し、その指示値の最大値がおお
むね一定の場合は、その変動ごとの指示値の最大値の平均値とする。

8デシベル
9デシベル

(3)　騒音計の指示値が不規則かつ大幅に変動する場合は、測定値の90パーセント
レンジの上端の数値とする。

(4)　騒音計の指示値が周期的又は間欠的に変動しその指示値の最大値が一定で
ない場合は、その変動ごとの指示値の最大値の90パーセントレンジの上端の数値と
する。

(1)　振動ピックアップの設置場所は、次のとおりとする。

ア　緩衝物がなく、かつ、十分踏み固め等の行われている堅い場所

イ　傾斜及びおうとつがない水平面を確保できる場所

ウ　温度、電気、磁気等の外囲条件の影響を受けない場所

(2)　暗振動の影響の補正は、次のとおりとする。

　測定の対象とする振動に係る指示値と暗振動(当該測定場所において発生する振
動で当該測定の対象とする振動以外のものをいう。)の指示値の差が10デシベル未
満の場合は、測定の対象とする振動に係る指示値から次の表の左欄に掲げる指示
値の差ごとに同表の右欄に掲げる補正値を減ずるものとする。

補正値
3デシベル

１デシベル

(1)　測定器の指示値が変動せず、又は変動が少ない場合は、その指示値とする。

6デシベル
7デシベル

指示値の差
3デシベル
4デシベル
5デシベル


